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住み慣れた地域で　いきいきと元気に　ずっと安心して暮らせる　まちづくり

地域包括ケアシステム
の構築に取り組んでいます

介 護
訪問型・通所型・地域密着型
サービスなどの在宅介護

介護が必要に
なったら…

特別養護老人ホーム、介護老
人保健施設などの施設介護
介護サービスの充実、家族介
護用品券、家族介護者の会

地域包括支援
センター

相談やサービスのコーディネート

住宅の改修支援
高齢者向け住宅などの
多様な住まいの確保

介護予防

高齢者サロン
老人クラブ活動など

元気に
暮らすために

介護予防
健康づくり教室の充実

医療と 介護の連携

地域で連携し、高齢者（概ね65歳

以上）が必要とするサービスを
行う仕組み作りを行います。

福祉保健センター１階
社会福祉協議会内　☎�３００３
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住み慣れた地域で　いきいきと元気に　ずっと安心して暮らせる　まちづくり

今後、皆さんが利用できる
サービスや事業などの詳し
い内容を本紙で連載します。

お問い合わせ　福祉保健課　☎�８２０１

医 療
かかりつけ医、歯科、薬局等
医療サービスの充実
講演会の開催

病気に
なったら…

認 知 症
対 策

認知症サポーター養成

認知症初期集中支援チーム
認知症カフェ

住まい

住みなれた地域で…

生活支援
見守り、買い物、ごみ出し、
掃除など

身近な
困りごと

配食サービス
民生委員

生活支援コーディネーター

医療と 介護の連携
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防災ひとくちメモ

みんなのまちを
守っとる

『消防団』
知っとるかい？

　皆さん、寒なってきてこたつから出れんよう
になっとらんかい？
　さて、冬になり空気が乾燥し、暖房器具を使
う機会が増え、火事も多くなる季節だと言えま
す。火事が発生した場合、現場に駆け付けるの
は、消防署の職員さんだけではないことをご存
知ですか？
　市内には203人（平成30年11月1日現在）の
消防団員がおり、普段は自分たちの仕事をしな
がら、火事や台風等の有事の際は、強い使命感
と活動服を身にまとい、危険な現場に向かいま
す。また、日頃から有事に備えて、定期訓練、各
個訓練を行い鍛錬に励んでいます。
　今回は、その消防団の日頃の活動等をご紹介
します！

お問い合わせ　防災危機管理課　�８１１８

救急講習

女性消防団員は普及員資格を持っており、各学校、幼稚
園等で救命講習を行っています。

夜間パトロール

乾燥し、火事への警戒が高まる季節には
「マッチ一本火事の元、火の用心」と呼びかけながら夜
間パトロールを行っています。

尾鷲市消防団　消防操法大会出場
現場対応能力の向上や士気の高揚を目的に

日々訓練に励んでいます。

台風等での警戒活動

台風接近時には、各消防団詰所に待機し、市内警
戒活動を行い災害対応を行っています。
写真は、道路に横たわる倒木を撤去し、道路の啓
開を行っている様子です。

　消防団員が日頃から訓練に励み、自分たちのまちは
自分たちで守るといった強い使命感のもと、いつも活
動しています。また、同じ使命感を持って消防団に入団
したいと思った人は、下記のところまで、お気軽にお声
かけください。
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しっかり分別して

リサイクル可能な資源プラスチックや紙などを、分別回収することで、再資源化とごみの減量
を行うことができます。

資源プラスチック類
の分別

紙類の出し方

ビニール袋 チューブ類 詰め替え等の
容器

トレイ類など 紙の容器

プラスチック模型

ＣＤやＤＶＤ

ビデオテープ おもちゃなど

ペットボトル
のキャップ

シャンプー
等の容器

資源にならない紙
かたいプラスチック類は
燃やすごみで出してください

アルミがついている
薬の入れ物

白色トレイやペットボトルは、きれいに洗ってスーパー
等にある回収ボックスに入れてください。
汚れが落ちない物、ＣＤのケースやバケツなどのかたい
プラスチックは可燃ごみとして出してください。

汚れていると資源にできません！

資源プラスチック類の見分け方
やわらかいプラスチックで

折り曲げても割れないもの、ハサミで簡単に切れる物

新聞紙、段ボール、その他紙に分類し
て、しばって出してください。

雨の日は無色透明の袋に入れて、濡れ
ないように出してください。

汚れてしまったものは、燃やすごみと
して出してください。

今回は、これらの分別方法についてご紹介します。

ごみを減らす

雑誌や広告紙などは、しばって出してください。
ただし、10㎝四方以上の紙類などは、紙袋や封筒などに
まとめて入れて出すか、飛び散らないように雑誌などに
挟み、しばって出してください。

メモ用紙、封筒、お菓子の空箱など、燃やすごみの中にい
れてしまいがちな紙類も資源となりますので、その他紙
として出してください。

汚れてしまった紙や10㎝四方未満の紙は、リサイクルに
適しませんので燃やすごみとして出してください。

※詳細は、各世帯へ配布している
分別ガイドブックを参照してください。

資源プラスチック類として出せる物 資源プラスチック類として出せない物
（燃やすごみとして出すもの）

その他紙  の出し方

お問い合わせ　清掃工場　☎�３２４５　環境課　☎�８２５１
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申込・お問い合わせ　熊野古道センター　　☎�２６６６熊野古道センターの催し

講演会 西国第一の難所　八鬼山道を紐解く
「西国第一の難所」と呼ばれる熊野参詣道八鬼山道には16
世紀末に造立された石造物が現存し、県有形民俗文化財に
指定されています。これらの石造物が持つ歴史的意義を紐
解くことで、熊野参詣道伊勢路の価値を再認識していただ
きます。
日 時　12月16日㈰ 午後１時30分～３時
入場料　無料
定 員　80人（要申込・先着順）
講 師　伊藤裕偉氏（三重県教育委員会）
受 付　～ 12月15日㈯ ※定員となり次第終了

日曜わくわくものづくり体験
毎週日曜日は、申込不要で参加できる「日曜わくわくものづくり体
験」（午後１時～ ３時受付、メニュー週替わり）を開催しています。
※都合により変更する場合があります。

２日（木琴）・９日（貝細工）・16日（動物立体パズル）・
23日（ヒノキのスツール他）・30日（紙飛行機）

12 月の予定

講座 今比丘尼が絵解く曼陀羅図
曼陀羅図を携え布教と勧進のため全国を行脚した熊野比丘
尼。本講座では「熊野観心十界図」「那智参詣曼陀羅図」の絵解
きを実演します。
日 時　12月23日㈰ 午前11時～正午／午後１時～２時

※次回２月10日㈰
入場料　無料
実 演　新宮市観光ガイドの会（12月は吉川安子さん）

企画展「知られざる熊野のダム」（12月22日～２月17日）の
付属事業として、かつて三重県南部に設置されていた小水力
発電所について現在の姿と古写真、地形図などを紹介しなが
ら、地域の関わりについてお話しします。
期 間　12月22日㈯　午後１時30分～３時
入場料　無料
定員　80人
講師　橋本 博（センター職員）
受付　～ 12月21日㈮ 　※定員となり次第終了

土木遺産は語る講演会 ～小水力発電所の今～

東紀州の風景をスケッチする「透明水彩画スケッチツアー」
の成果発表として、参加者が描いた作品を展示します。

透明水彩画スケッチツアー作品展特別展示室企画展

期 間　～平成31年１月20日㈰　午前10時～午後５時
※12月31日、平成31年１月１日を除く

入場料　無料

東紀州の四季を味わう料理教室
東紀州のクリスマスワンプレート

毎年恒例のクリスマスワンプレート料理を作ります。初心者大歓迎。
日 時　12月23日㈰　午前10時～午後１時
参加料　2,000円　
定 員　24人（要申込・応募多数の場合は抽選）
講 師　村林新吾氏（相可高校食物調理科教諭）

調理クラブのみなさん
受 付　～ 12月16日㈰ 午後５時

ひのきアート　お正月飾り
尾鷲ヒノキ材を使って玄関や部屋に飾れる、来年の干支にちなん
だオブジェを制作する体験教室を開催します。
日 時　12月15日㈯　午前10時～正午
参加料　1,000円　
定 員　10人（要申込・応募多数の場合は抽選）
講 師　NPO法人 海虹路
受 付　～ 12月８日㈯ 午後５時

お正月体験教室（１月２日㈬、３日㈭）
連凧つくりや餅つき体験、干支の折り紙教室など、ご家族で楽しめ
るお正月ならではの各種体験イベントを開催します。

行事
三木浦こいやぁ12/15 ㈯

午前 10 時～

三木浦漁港
地元のおいしいものなどを買う
ことができます。

クリスマス
コンサート

クリスマスのひとときを、心温
まる音楽でお楽しみください。

お問い合わせ
　中央公民館　☎�０００１

中央公民館

12月３日㈪から中央公民館
で整理券を配布します。

※

12/21 ㈮
午後７時～

第61回 
尾鷲市成人式

平成30年度の成人式を開催します。
市内に住民票のある新成人には入場券を郵送します
が、ない人も参加できますので、早めに下記のところ
まで連絡してください。

お問い合わせ　生涯学習課　☎�８２９３

尾鷲市民文化会館
（せぎやまホール）

平成10年４月２日～平成11年４月１日生ま
れの人

対 象

１/13 ㈰
平成 31 年

午前 10 時 30 分～正午
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募集

参加費無料

申込・お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

市街地コース 5.2㎞

K
ココ

oko（心）K
カラ

ara（体）
健康ウォーキングデー

12月7日㈮　午前９時15分～正午日 時
午前９時15分～９時30分　※雨天中止受 付
福祉保健センター２階集 合
お茶、タオル、健康HAPPYポイント手帳持ち物
事前に直接または電話で申し込んでください。申 込

フラワー教室

申込・お問い合わせ　中央公民館 ☎�０００１

中央公民館場 所
12月15日㈯　午前10時30分～正午日 時

1,500円参加費
一般　20人定 員

～ 12月12日㈬　午後５時
※定員となり次第締め切りとなります。

申 込

舟橋愛子さん講 師

～カラーしめ縄リース作り～

はさみ（用意できる場合は、針金を切るペン
チ・グルーガン）

持ち物

尾鷲ヒノキ
マイはしコンテスト作品募集

お問い合わせ　中央公民館 ☎�０００１

小学生以上（市内外問わず）
ただし、箸製作を生業としていない人

資 格

12月３日㈪～平成31年１月10日㈭
※詳しくはお問い合わせください。

応 募

小学生の部、中学生の部、高校生の部、一般の部部 門
作 品

平成31年１月25日㈮　午前９時～午後７時
26日㈯　午前９時～午後５時
27日㈰　午前９時～午後４時

日 時

中央公民館場 所

自ら尾鷲ヒノキ材を用いて製作したもの

尾鷲ヒノキマイはしコンテスト作品展示

平成 31 年度

放課後児童クラブ児童 募集

申込・お問い合わせ
　福祉保健課（福祉保健センター）　 ☎�８２０２

平日
　授業終了から午後５時30分
土曜日
　午前８時30分から午後０時30分
夏休みなど長期休暇時
　午前８時30分から午後５時30分
休園日
　日曜・祝日・年末年始などクラブが定める日

利 用

昼間家庭に保護者などがいない新１年生（平
成31年４月入学予定）

対 象

月額10,000円
（児童扶養手当受給世帯は7,000円）
※２人目以降は、それぞれ半額となります。
※くれよんを利用する場合は、送迎料が必要

です。
尾鷲小学校、宮之上小学校　1,000円
矢浜小学校、向井小学校　　2,000円

料 金

わんぱくクラブ（尾鷲幼稚園２階）　40人
くれよん（福祉保健センター４階）　19人

募 集

12月３日㈪～ 14日㈮
※申請書は12月３日㈪から福祉保健課子育

て支援係（福祉保健センター２階）で配布
します。

申 込

講師等登録説明会
平成31年度尾鷲市・紀北町内の公立小中学校の講師（養
護助教諭を含む）、事務補助職員、学校栄養補助職員と
して登録を希望する人を対象に説明会を開催します。

申込・お問い合わせ　教育総務課 ☎�８２９２

紀北教育会館場 所
１月20日㈰　午後２時～日 時

応募書類などを12月５日㈬～平成31年１
月11日㈮の間に、教育委員会へ提出してく
ださい。応募書類ほか詳しくは、お問い合
わせください。

申 込
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控
除・
配
偶
者
特
別

控
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①
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控
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表
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と
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ま
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。

配 偶 者 の 前 年 の
合 計 所 得 金 額

配 偶 者 の
年 齢

改 正 前
（～平成30年度）

改正後 （平成31年度～）
納税義務者の前年の合計所得金額

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1,000万円以下

配偶者控除 38万円以下 70歳未満 33万円 33万円 22万円 11万円
70歳以上 38万円 38万円 26万円 13万円

配 偶 者
特 別 控 除

38万円超45万円未満 33万円

33万円 22万円 11万円

45万円以上50万円未満 31万円
50万円以上55万円未満 26万円
55万円以上60万円未満 21万円
60万円以上65万円未満 16万円
65万円以上70万円未満 11万円
70万円以上75万円未満 6万円
75万円以上76万円未満 3万円
76万円以上90万円以下

0円

90万円超95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超100万円以下 26万円 18万円 9万円
100万円超105万円以下 21万円 14万円 7万円
105万円超110万円以下 16万円 11万円 6万円
110万円超115万円以下 11万円 8万円 4万円
115万円超120万円以下 6万円 4万円 2万円
120万円超123万円以下 3万円 2万円 1万円
123万円超 0円 0円 0円

配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額

納税義務者の合計所得金額が1,000万円超の場合、改正前の配偶者特別控除、改正後の配偶者控除及び
配偶者特別控除を受けることはできません。

注意

　

配
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、同

時
に
配
偶
者
に
障
害
が
あ
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、配
偶
者
の
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、納
税
義
務
者
の
合
計
所

得
金
額
が
１
、０
０
０
万
円
超
で

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万

円
以
下
の
場
合
、配
偶
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

扶
養
の
人
数
に
含
ま
れ
る
の
で
、

配
偶
者
に
障
害
が
あ
る
場
合
で
あ

れ
ば
、配
偶
者
の
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
は
個
人
の
所
得
に
応
じ

改
正
に
お
け
る
注
意
点

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、配
偶
者

の
合
計
所
得
金
額
が
90
万
円
ま

で
で
あ
れ
ば
、従
来
と
同
じ
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

次
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

て
課
税
さ
れ
る
た
め
、配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
が
28
万
円
を
こ
え

る
と
、配
偶
者
自
身
に
住
民
税
が

課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

配
偶
者
以
外
の
親
族
に
関
す

る
扶
養
控
除
は
、従
来
の
と
お
り

で
す
。

　

夫
婦
の
間
で
互
い
に
配
偶
者

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、配
偶

者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配

偶
者
の
合
計
所
得
金
額
の
範
囲

が
拡
大
し
ま
し
た
が
、所
得
金

額
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、社

会
保
険
料（
健
康
保
険
料
、年

金
保
険
料
等
）及
び
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
負
担
額
や

支
出
額
の
算
定
に
影
響
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

扶
養
人
数
の
判
定

住
民
税
の
非
課
税
範
囲

配
偶
者
以
外
の
扶
養
控
除

配
偶
者
特
別
控
除

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
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市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、市
の
施
策
な
ど
に
対

す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

た
め
、「
市
長
へ
の
手
紙
」を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
ご
意
見・ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、ご
意
見
ご
提
案
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

★
留
意
点

①
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
り
ま
す
。

②
回
答
し
ま
す
の
で
、住
所
・
氏
名
な
ど
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
差
出
有
効
期
間
は
平
成
30
年
12
月
31
日

ま
で
で
す
。そ
れ
以
降
に
投
か
ん
さ
れ

た
も
の
は
、差
出
人
に
戻
さ
れ
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
政
に
ご
意
見
・
ご
提
案
を

市
長
へ
の
手
紙

0602
差 出 有 効 期 限
平成 30 年 12 月
31 日まで切手は
いりません。

5 1 9 3 6 9 0

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

切り取ってください。

尾
鷲
市
役
所 

政
策
調
整
課 

秘
書
広
報
係

尾
鷲
市
中
央
町
10
番
43
号

市
長
へ
の
手
紙
　
係
行

お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課　
☎
�
８
１
３
２

　
浄
化
槽
は
設
置
す
る
だ
け
で

は
正
し
く
機
能
し
ま
せ
ん
。き

れ
い
な
川
や
海
を
守
る
た
め

に
、適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
。

◆
保
守
点
検

　
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
す

る
よ
う
点
検（
年
３
回
以
上
）

の
ほ
か
、調
整
、修
理
、薬
剤

の
補
充
等
が
必
要
で
す
。

◆
清
掃

　
た
ま
っ
た
汚
泥
の
引
き
抜

き
が
必
要
で
す
。

（
年
１
回
以
上
）

ご
存
知
で
す
か

◆
定
期
検
査

　

浄
化
槽
が
本
来
の
能
力
を

発
揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
浄
化
設
置
後
３
～
８
カ
月
の

間
に
１
回
、以
降
年
１
回
の
定

期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

三
重
県
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９・２
１
３・０
７
０
７

浄
化
槽
の管

理
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ご
み・し
尿　
環
境
課　
☎
�
０
６
０
５

▼
ご
み
収
集

年
末月・木

コ
ー
ス　
27
日
㈭
ま
で

火・金
コ
ー
ス　
28
日
㈮
ま
で

水・土
コ
ー
ス　
29
日
㈯
ま
で

持
ち
込
み
ご
み

28
日
㈮
の
午
後
４
時
ま
で

（
清
掃
工
場　
☎
�
３
２
４
５
）

年
始月・木

コ
ー
ス　
７
日
㈪
か
ら

火・金
コ
ー
ス　
４
日
㈮
か
ら

水・土
コ
ー
ス　
５
日
㈯
か
ら

持
ち
込
み
ご
み  

４
日
㈮
か
ら

※
年
末
年
始
の
資
源
ご
み・資
源
プ
ラ

の
回
収
は
、ご
み
収
集
予
定
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
し
尿
収
集

年
末　
28
日
㈮
ま
で

　
※
申
し
込
み
は
17
日
㈪
ま
で

年
始　
４
日
㈮
か
ら

　
し
尿
の
く
み
取
り
は
計
画
的
に

日
程
を
決
め
て
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、急
な
申
し
込
み
に
対
応
で
き

ま
せ
ん
。特
に
年
末
年
始
は
申
し

込
み
が
殺
到
し
ま
す
の
で
、十
分

に
余
裕
を
も
っ
て
早
く
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口　
☎
�
８
１
６
１

　
年
末 　
28
日
㈮
ま
で

　
年
始 　
４
日
㈮
か
ら

※
29
日
㈯
か
ら
３
日
㈭
ま
で
の
戸
籍

に
関
す
る
届
け
出
は
、守
衛
室（
☎
�

８
１
１
１
）で
預
か
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

水
道　
水
道
部　
☎
�
８
２
７
１

　
年
末　
28
日
㈮
ま
で

　
年
始　
４
日
㈮
か
ら

※
29
日
㈯
か
ら
３
日
㈭
ま
で
の
連
絡
は
、

守
衛
室（
☎
�
８
１
１
１
）へ
。

市
か
ら
の
支
払
い会

計
課　
☎
�
８
１
８
２

年
末　
27
日
㈭（
最
終
支
払
日
）

※
市
金
庫
業
務
は
28
日
㈮
ま
で

年
始　
４
日
㈮
か
ら

体
育
文
化
会
館　
☎
�
８
２
９
９

年
末　
28
日
㈮
ま
で

年
始　
４
日
㈮
か
ら

尾
鷲
総
合
病
院　
☎
�
３
１
１
１

年
末　
28
日
㈮
ま
で

年
始　
４
日
㈮
か
ら

※
29
日
㈯
～
１
月
３
日
㈭
は
、

救
急
患
者
の
み
に
な
り
ま
す
。

年
末
年
始
の

業
務
案
内

住 　 所　　　　　　　　　　　　　　

氏 　 名　　　　　　　　　　（男・女）

電話番号　　　　　　　　 年齢　　　
ご意見・ご提案

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

切り取ってください。
市長への手紙

　須賀利地区に住んでいる有権者の皆さんは、平成31
年４月執行予定の統一地方選挙（三重県知事選挙・三
重県議会議員選挙）から、投票所が変更になります。
　投票所入場整理券にも新しい投票所が記載されま
すので注意してください。

変更前　須賀利漁民センター

変更後　須賀利コミュニティーセンター
（須賀利町１７６番地）

お問い合わせ
　選挙管理委員会事務局　☎�８１１５

須賀利地区の

投票所が
変わります
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当番薬局

休日診療は
尾鷲総合病院を
ご利用ください。

休日の急病はこちら

月日 薬　局　名　
12/ ２ くろだ薬局
12/ ９ くろだ薬局
12/16 くろだ薬局
12/23 くろだ薬局
12/24 くろだ薬局
12/30 くろだ薬局
午前９時～午後５時

福祉保健センターでは託児を利用することができますので、事前予約を行ってください。

実施日 場所
受付時間

定員 申込開始日
乳がん 子宮頸がん

12/ ５㈬ 福祉保健センター
8:30 ～ 9:30 なし 乳がん  45人

受付中
13:30 ～ 14:30 13:30 ～ 14:30 乳がん  45人

子宮頸がん  60人

12/ ６㈭
九鬼コミュニティーセンター 13:00 ～ 13:20 13:00 ～ 13:20 乳がん  45人

子宮頸がん  60人

古江コミュニティーセンター 14:40 ～ 15:00 14:40 ～ 15:00 乳がん  45人
子宮頸がん  60人

乳がん・子宮頸がん検診
●自己負担金　乳がん1,000円、子宮頸がん1,000円

生活保護世帯は無料ですが、必ず申告してください。

申込先　九鬼センター　☎�２００４／南輪内センター　☎�２００４／福祉保健課　☎�３８７１ 

●乳がん、子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することができます。
乳がん検診　　　西井外科胃腸科　　☎�３７７３
子宮がん検診　　尾鷲総合病院　　　☎�３１１１　　海山レディースクリニック　☎㉝０８８８

てくてくウォーク
60万歩の旅で健康ウォーキング

ウォーキングをより楽しみながら続けられる「てく
てくウォーク 60 万歩の旅」マップを無料配布して
います。【配布先・福祉保健センター２階】

お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１
完歩達成者（※順不同 敬称略）

九州周防灘～日向灘沿い編№９　中森美枝子
北海道～札幌～函館編№14　　　川上忠子
奥の細道Ｐart ２ №17　　　　　濵口美智子
奥の細道Ｏｐ４　　　　　　　　中村庫三　
箱根Ｏｐ６　　　　　　　　　　山下みさ子
山陰地方Ｏｐ９　　　　　　　　北村惠美
九州温泉巡りＯｐ10　　　　　　川上教子、小川悦子

お気軽にご相談ください

【日時・場所】ご相談に応じます。
（事前予約）

※電話でも相談できます。
【相談窓口】福祉保健センター２階

　こころの悩みや不調
を抱えていませんか。
　保健師による、こころ
の健康相談を行ってい
ます。

こころの健康相談
　妊娠、出産、子育てな
どお子さんの発育・発達
のことで困っていません
か。保健師、管理栄養士に
よる子育て相談を行っています。

すくすく子育て相談

相談・お問い合わせ
　福祉保健課　☎�３８７１

　生活習慣病予防などの
健康のこと、健康診査の
見方や結果のことで悩ん
でいませんか？保健師、管理栄養士
による健康相談を行っています。

体の健康相談
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き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

　

市
で
は
、熊
野
尾
鷲
道
路
Ⅱ

期
事
業
計
画
地
の
周
辺
で「
ヤ
マ

ネ
」の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
ヤ
マ
ネ
は
、本
州
・
四

国
・
九
州
に
の
み
生
息
す
る
小
さ

な
哺
乳
類
で
、一
属
一
種
の
日
本

固
有
種
で
あ
り
、国
が
指
定
す
る

天
然
記
念
物
で
す
。

　

ヤ
マ
ネ
は
、体
長
約
８
㎝
、体

重
約
18
ｇ
の
夜
行
性
の
動
物
で
、

見
た
目
が「
リ
ス
」や「
ネ
ズ
ミ
」

と
似
て
い
ま
す
が
、別
の
種
類
の

生
き
物
で
す
。食
事
は
主
に
、花

や
果
実
と
い
っ
た
甘
い
も
の
を

好
み
ま
す
。ま
た
、日
本
に
は
数

百
万
年
前
か
ら
そ
の
姿
を
ほ
ぼ

変
え
ず
に
生
息
す
る「
生
き
た
化

石
」で
も
あ
り
ま
す
。

　

木
の
上
を
生
活
圏
に
し
て
い

て
小
さ
く
軽
い
の
で
、細
い
枝

で
も
逆
さ
ま
に
な
っ
て
ス
ケ
ー

ト
を
す
る
よ
う
に
す
ば
や
く
走

り
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ふ

さ
ふ
さ
と
し
た
５
㎝
ほ
ど
の
尻

尾
は
、こ
う
し
た
移
動
の
際
に

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、背
中
に
あ
る

一
本
の
黒
い
線
は
、枝
と
見
せ

か
け
て
天
敵
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、秋
か
ら
春
ま
で
の
半

年
間
を
落
ち
葉
の
下
や
枯
れ
木

の
穴
の
中
な
ど
で
冬
眠
し
て
過

ご
し
ま
す
が
、そ
の
際
は
体
温
を

０
℃
近
く
ま
で
下
げ
、体
を
丸
め

た
ま
ま
動
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、

尾
鷲
で
は「
冬
眠
し
な
い
個
体
」

が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、冬
で
も
餌
と
な
る

植
物
が
十
分
に
生
え
て
い
る
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、生
息
地
の
周
辺
で
は
、

有
識
者
の
協
力
の
も
と「
ア
ニ

マ
ル
パ
ス
ウ
ェ
イ（
樹
上
性
野

生
動
物
の
人
工
通
路
）」を
設
置

す
る
な
ど
、ヤ
マ
ネ
と
共
生
し

た
道
路
整
備
が
国
土
交
通
省
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今

後
さ
ら
に
、工
事
改
変
箇
所
に

ヤ
マ
ネ
の
餌
と
な
る
植
物
を
植

栽
す
る
こ
と
な
ど
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、尾
鷲
小
学
校
に
お
い

て
、国
土
交
通
省
と
有
識
者
、尾

鷲
市
・
尾
鷲
市
教
育
委
員
会
と

が
連
携
し
、ヤ
マ
ネ
に
関
す
る

学
習
会
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、こ
う
し
た

学
習
会
や
ヤ
マ
ネ
と
の
関
わ
り

を
通
じ
て
、自
然
と
共
生
す
る

開
発
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、身

近
に
自
然
環
境
の
豊
か
さ
や
多

様
な
生
物
相
に
つ
い
て
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
、す
ば
ら
し
い

尾
鷲
の
魅
力
を
、将
来
に
守
り

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課☎

�
８
２
９
３

国
指
定
天
然
記
念
物

ヤ
マ
ネ

尾鷲市で生息が確認され
たヤマネ

アニマルパスウェイを利用する様子

　

イ
ト
ヒ
キ
ア
ジ
は
ア
ジ
科
イ

ト
ヒ
キ
ア
ジ
属
の
魚
で
、世
界

の
温
帯
か
ら
熱
帯
に
か
け
て
広

く
分
布
し
て
い
ま
す
。当
地
で

は
イ
ト
ヒ
キ
や
イ
ト
マ
キ
と
呼

ば
れ
、定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
た

も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。体

色
は
鏡
の
よ
う
な
銀
色
で
、幼

魚
の
頃
は
う
っ
す
ら
と「
く
」の

字
の
形
を
し
た
黒
い
縞し

ま

模
様
が

あ
り
、体
型
は
平
ら
で
真
四
角

に
近
く
、背
ビ
レ
と
腹
ビ
レ
が

糸
状
に
伸
び
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。体
よ
り
も
長
い
こ
の
糸

状
の
ヒ
レ
は
、毒
の
あ
る
ク
ラ

ゲ
に
見
え
る
の
で
、外
敵
か
ら

襲
わ
れ
に
く
く
な
る
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。幼
魚
は
こ
の
よ

う
な
変
わ
っ
た
形
を
し
て
い
る

の
で
、観
賞
魚
と
し
て
人
気
が

あ
り
、水
族
館
で
展
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

成
長
す
る
に
従
っ
て
、糸
状
の

ヒ
レ
は
短
く
な
り
、体
型
は
釣

り
人
が
憧
れ
る
ロ
ウ
ニ
ン
ア
ジ

や
ギ
ン
ガ
メ
ア
ジ
の
よ
う
な

か
っ
こ
い
い
体
型
に
な
り
、大

き
く
な
る
と
１
ｍ
を
超
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。脂
が
少
な
く

て
ク
セ
の
な
い
あ
っ
さ
り
し
た

味
で
す
が
、当
地
で
よ
く
見
か

け
る
の
は
、体
長
30
㎝
ま
で
の

幼
魚
が
多
く
、こ
の
サ
イ
ズ
で

は
身
に
厚
み
が
な
い
の
で
、刺

身
に
は
不
向
き
で
す
。糸
状
の

ヒ
レ
が
短
く
な
っ
た
、比
較
的

大
き
い
サ
イ
ズ
の
イ
ト
ヒ
キ
ア

ジ
も
た
ま
に
水
揚
げ
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、大
き
い
も
の
で
は

程
よ
く
脂
も
の
り
、刺
身
は
歯

ご
た
え
も
あ
っ
て
美
味
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ト
ヒ
キ
ア
ジ

海
中
さ
ん
ぽ
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
１

月
か
ら
３
月
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、感
染
力
が
強
く
重
症
化
し

や
す
い
病
気
で
す
。イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
る
原
因
を
知

り
、予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
の

症
状
に
加
え
、38
度
以
上
の
発

熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
な

ど
の
症
状
を
伴
い
ま
す
。

飛
沫
感
染

　

感
染
し
た
人
が
咳
や
く

し
ゃ
み
を
し
た
時
に
出
る
痰

や
鼻
水
、つ
ば
な
ど
の
水
滴

と
一
緒
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
が
、健
康
な
人
の
鼻
や

の
ど
に
移
り
感
染
し
ま
す
。

接
触
感
染

　

手
で
く
し
ゃ
み
な
ど
を
お

さ
え
た
後
に
触
れ
た
も
の

（
ド
ア
ノ
ブ
や
ス
イ
ッ
チ
な

ど
）に
健
康
な
人
が
触
れ
る

こ
と
で
も
感
染
し
ま
す
。

手
洗
い

①
石
け
ん
を
つ
け
て
よ
く
泡

立
て
、両
方
の
手
の
平
を
す

り
合
わ
せ
る
よ
う
に
洗
う
。

②
手
の
甲
を
反
対
の
手
の
ひ

ら
で
洗
う
。

③
指
を
組
み
両
方
の
手
の
指

の
間
を
洗
い
、親
指
も
忘

れ
ず
に
洗
う
。

④
手
の
平
に
も
う
一
方
の
指

を
立
て
、爪・指
先
を
洗
う
。

⑤
両
手
首
を
洗
う
。

⑥
流
水
で
し
っ
か
り
洗
い
、清

潔
な
タ
オ
ル
で
水
分
を

し
っ
か
り
ふ
き
取
る
。

湿
度
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、の

ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低

下
し
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

や
す
く
な
り
ま
す
。加
湿
器

な
ど
を
利
用
し
、50
～
60
％

の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

人
ご
み
を
避
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

す
る
た
め
に
は
、ウ
イ
ル
ス

に
近
づ
か
な
い
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
き
た
ら
、人
込
み
へ
の
外

出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
る

　

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可

能
性
を
減
ら
し
、重
症
化
を

防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。特
に
高
齢
者
や
子
ど
も

は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、

年
に
一
度(

13
歳
未
満
は
２

回)

は
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
助
成

対
象市

内
に
住
民
票
が
あ
り
、接
種

日
に
満
65
歳
以
上
で
あ
る
人

期
間平

成
31
年
１
月
31
日
ま
で

自
己
負
担
金

１
、５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

☎
�
３
８
７
１

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
違
い

予
防
方
法
を
身
に
つ
け
よ
う

ど
の
よ
う
に
う
つ
る
の
？

　

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
、海
岸

の
岩
場
は
黄
色
の
キ
ク
科
の
花
で

彩
ら
れ
ま
す
。よ
く
目
立
つ
の
は

や
や
大
振
り
の
花
を
つ
け
た
ツ
ワ

ブ
キ
。葉
の
形
は
フ
キ
と
同
じ
で
、

葉
の
表
面
に
つ
や
が
あ
り
、葉
柄

は
食
用
と
さ
れ
ま
す
。他
に
キ
イ

シ
オ
ギ
ク
と
ア
ゼ
ト
ウ
ナ
の
黄
色

も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
イ
シ
オ
ギ
ク
は
、以
前
、広

報
で
紹
介
し
た
よ
う
に
紀
伊
半
島

の
海
岸
の
み
に
分
布
す
る
キ
ク
で

す
。キ
イ
シ
オ
ギ
ク
の
近
く
に
は
、

岩
場
に
張
り
つ
く
よ
う
に
、ア
ゼ

ト
ウ
ナ
が
生
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ゼ
ト
ウ
ナ
は
、本
州
の
伊
豆

半
島
、東
海
、紀
伊
半
島
、四
国

南
部
、九
州
東
海
岸（
大
分
、宮

崎
、鹿
児
島
）と
限
ら
れ
た
地
域

に
生
育
す
る
日
本
固
有
の
植
物

で
す
。海
岸
に
生
え
る
植
物
に
共

通
し
た
厚
味
の
あ
る
葉
を
も
ち
、

茎
を
切
る
と
白
い
乳
液
が
出
て

き
ま
す
。こ
の
乳
液
は
、植
物
に

と
っ
て
は
傷
口
を
素
早
く
塞
ぎ
、

微
生
物
の
侵
入
を
防
ぐ
役
割
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ゼ
ト
ウ
ナ
と
キ
イ
シ
オ
ギ

ク
は
紀
伊
半
島
の
海
岸
を
代
表

す
る
植
物
で
、こ
の
二
つ
が
一
緒

に
見
ら
れ
る
の
は
、全
国
で
尾
鷲

地
域
を
含
め
た
紀
伊
半
島
だ
け

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

海岸岩場に生えるアゼトウナ

海岸に群生する
ツワブキ

紀伊半島の海岸
岩場に生えるキ
イシオギク
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人
権
相
談

６
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

徳
永　
治　
人
権
擁
護
委
員

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

17
日
㈪

午
前
11
時
～
午
後
３
時
40
分

大
川
哲
次　
弁
護
士

司
法
書
士
相
談

18
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

森　
秀
世　

 

司
法
書
士

行
政
相
談

26
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

川
上
輝
佐
子  

行
政
相
談
委
員

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

有
料
広
告
欄

市県民税、国民健康保険税、後期高齢者保険料の納期限は12月28日㈮です。　税務課　☎�８１７３

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
２月号の締め切りは、12 月 21 日㈮です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
政策調整課

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

市
民
相
談

おわせよいとこヤーヤにゃん

児
童
相
談

11
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
２

女
性
相
談

11
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
１

三
重
大
学
連
携
室
相
談

19
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課
☎
�
８
１
３
４

　

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

12
月
１
日
～
10
日

年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動

実
施　
12
月
22
日
㈯

場
所　
中
央
公
民
館

図
書
館

ク
リ
ス
マ
ス
特
別

企
画

日
時12

月
24
日
㈪

午
後
９
時
～
10
時
30
分

場
所旧

町
内
全
域

内
容子

ど
も
の
安
全

自
転
車
の
二
人
乗
り・
無
灯

等
の
注
意

愛
の
一
声（
挨
拶
、帰
宅
を

平
成
30
年

歳
末
夜
間

特
別
補
導
実
施

促
す
な
ど
）

防
犯不

審
者
等
へ
の
抑
止

参
加
機
関・団
体

尾
鷲
市
少
年
指
導
員
の
会
、

町
民
会
議
、尾
鷲
警
察
署
、尾

鷲
市
自
治
会
連
合
会
、警
察

協
助
員
、尾
鷲
保
護
区
保
護

司
会
、尾
鷲
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
、尾
鷲
地
区
防
犯

委
員
会
、尾
鷲
高
等
学
校
及

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
、市
内
各
小
・
中
学

校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
、紀
州
児
童

相
談
所
、駅
前
交
番
連
絡
協

議
会

お
問
い
合
わ
せ

少
年
セ
ン
タ
ー☎

�
８
２
９
５

着
用
の
徹
底
、横
断
歩
道
に
お

け
る
歩
行
者
優
先
の
徹
底
、飲

酒
運
転
の
根
絶
を
運
動
の
重
点

と
し
、年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
出
発
式
、早
朝
街
頭
指
導
・

ミ
ル
ミ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
な
ど
の
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０
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老人クラブ 12 月の講座 老人クラブ連合会
講座名 日時 講座名 日時

カラオケさくら 3、17日　午前９時30分～ コーラス 12、26日　午後１時30分～

カラオケたんぽぽ 10、25日　午前９時30分～ 民謡 6、20日　午前10時～

俳句 　10日　午後１時～ 着付け 13、27日　午後１時30分～

将棋 4日　午後１時30分～ 日舞 7日　午前10時～

囲碁 13、25日　午後１時30分～ 詩吟 7、21日　午後１時30分～

書道 5、19日　午前９時30分～ 折り紙 7、21日　午前９時30分～

茶道 5、19日　午後０時30分～ 生花 14、28日　午前10時～

フラダンス 12、26日　午前10時～ お問い合わせ　☎�７９４１

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

12月1日 ㈯ 、15日㈯開催

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　商工観光課

尾鷲イタダキ市

実
施Ⅰ

部12
月
15
日
㈯
～

平
成
31
年
１
月
27
日
㈰

Ⅱ
部平

成
31
年
２
月
10
日
㈰ 

Ⅲ
部　
総
合
グ
レ
の
部

※
荒
天
の
場
合
、Ⅱ
部
及
び

Ⅲ
部
は
２
月
11
日
㈪
㈷
に

延
期

場
所市

内
各
磯（
須
賀
利
・
尾
鷲
・

九
鬼
・
三
木
浦
・
梶
賀
）

参
加
費

無
料

※
但
し
、渡
船
代
・
エ
サ
代
は

各
自
負
担

参
加
渡
船

尾
鷲大

ち
ゃ
ん･

柴
山･

宮
城
野

･

ゆ
き
丸･

川
端

九
鬼黒

潮
マ
リ
ン
ク
ラ
ブ

第
32
回尾

鷲
磯
釣
大
会

梶
賀榎

本
・
勝
三
屋
・
誠
丸　

申
込
方
法

　

直
接
参
加
渡
船
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

計
測
所

Ⅰ
部　
各
渡
船
に
て
計
測

Ⅱ
部　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

表
彰
式

平
成
31
年
２
月
10
日
㈰

午
後
２
時
～

場
所　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

※
荒
天
の
場
合
、２
月
11
日

㈪
㈷
に
延
期

対
象
魚

グ
レ
、他
魚（
チ
ヌ・
マ
ダ
イ・

イ
シ
ダ
イ・
ブ
ダ
イ・
コ
ロ
ダ

イ・イ
シ
ガ
キ・イ
サ
ギ
限
定
）

各
賞Ⅰ

部
グ
レ
の
部

３
位
ま
で

Ⅱ
部
グ
レ
・
他
魚
の
部５

位
ま
で

Ⅲ
総
合
グ
レ
の
部

10
位
ま
で

そ
の
他　

 

　

表
彰
式
会
場
に
て
、抽
選

で
20
人
に
特
産
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課☎

�
８
２
２
３

第
１
部

お
は
な
し
会（
自
由
参
加
）

時
間　午

後
１
時
30
分
～
２
時

対
象幼

児
～
小
学
生

内
容ブ

ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー・
大
型

絵
本
ほ
か

第
２
部

作
っ
て
み
よ
う（
要
申
込
）

時
間午

後
２
時
～
３
時

対
象・定
員

幼
児（
親
子
）～
小
学
生20

人

内
容ク

リ
ス
マ
ス
小
物
作
り

参
加
費

無
料

申
込12

月
４
日
㈫
～（
電
話
可
）

申
込・お
問
い
合
わ
せ　

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２
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今
年
は
何
と
言
っ
て
も

「
猛
暑
」の
印
象
が
強
い

一
年
で
し
た
。そ
し
て
、気
づ
け

ば
も
う
十
二
月
。子
ど
も
に
と
っ

て
、自
分
の
誕
生
日
と
同
じ
く
ら

い
、楽
し
い
一
カ
月
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
私
な
ん
て
、一
週
間

の
ル
ー
チ
ン
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
の
に
、年
々
、時
間
に
追
わ
れ
て

い
る
の
か
、自
分
が
流
れ
に
鈍
く

な
っ
て
い
る
の
か
…
。以
前
は
、

「
も
う
年
末
」と
か
、「
日
が
た
つ
の

が
早
す
ぎ
る
」な
ど
親
や
近
所
の

人
が
言
っ
て
い
て
、ピ
ン
と
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、今
は
ま
さ
に「
早

す
ぎ
る
」の
一
言
。気
持
ち
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
遠
そ
う

で
す
が
、ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
そ

う
に
な
る
日
を
夢
見
て
。二
十
五

日
、サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

届
く
な
ら
、「
ゆ
っ
た
り
で
き
る
時

間
が
ほ
し
い
」で
す
！

２
０
１
８（
平
成
３
０
年
）
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策
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整
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秘
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番
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ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
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w
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広
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▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人の動き（10 月 末 現 在 ）
　人　口  17,961 人（前月比 －13）

  　（男 8,332 人   女 9,629 人）
　世帯数    9,442 世帯（前月比  ＋2 ）
　転　入    52人　 　  転　出  44 人
　出　生      9人　　   死　亡  29 人

その他   －1人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

編
集
後
記

天
文
科
学
館　
☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

今
月
の
夜
間
観
望
会

１
日
㈯

天
王
星・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大

星
雲・す
ば
る・北
極
星

７
日
㈮
・８
日
㈯

火
星・
天
王
星・
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
大
星
雲・
ガ
ー
ネ
ッ
ト

ス
タ
ー

14
日
㈮
・15
日
㈯

火
星・
天
王
星・
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
大
星
雲・
す
ば
る・

ガ
ー
ネ
ッ
ト
ス
タ
ー

21
日
㈮
・22
日
㈯

火
星・
天
王
星・
三
日
月・
す

ば
る

28
日
㈮・29
日
㈯

休
館

・
入
館
時
間 

午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

昼
間
の
一
般
観
望（
太
陽
観
望
）

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◆
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の

日
』で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時12

月
６
日
㈭

対
象①

１
歳
児
以
上
と
保
護
者

午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

午
前
10
時
45
分
～

11
時
15
分

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本

わ
ら
べ
う
た
な
ど

お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時12

月
８
日
㈯

午
前
11
時
～
正
午

対
象小

学
生

内
容ブ

ッ
ク
ト
ー
ク

紙
芝
居
ほ
か

12
月
・
年
始
の
休
館
日

３
・
10
・
17
・
25
・
28
～
１
月

４
日

お
す
す
め
図
書

　
旨
い
酒
と
肴
を
出
す
、下
町
の
小
さ
な
バ
ー

「
銀
河
食
堂
」。そ
の
店
に
集
ま
る
常
連
さ
ん
た

ち
の
会
話
が
紡
ぎ
だ
す
６
つ
の
物
語
は
、ど
れ

も
ち
ょ
っ
ぴ
り
切
な
く
、そ
し
て
温
か
い
。ク

リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
冬
の
夜
に
ぴ
っ
た
り
の

１
冊
で
す
。言
葉
の
魔
術
師
、さ
だ
ま
さ
し
さ

ん
が
描
く
人
生
劇
場
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
一
般
図
書
》

銀ぎ
ん
が
し
ょ
く
ど
う

河
食
堂
の
夜よ

る　
　
さ
だ
ま
さ
し　
著

図ず
か
い解  

健け
ん
こ
う康

に
な
り
た
け
れ
ば
家い

え

の
掃そ

う
じ除

を
変か

え
な
さ
い松ま

つ
も
と本

忠た
だ
お男　

著

　
年
末
大
掃
除
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

病
院
清
掃
の
プ
ロ
が
、家
庭
で
の
正
し
い
掃

除
法
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

間
違
っ
た
掃
除
法
で
は
、汚
れ
と
菌
を
増
や

し
、身
体
の
不
調
の
原
因
に
も
…
。こ
れ
か
ら

の
感
染
症
予
防
や
花
粉
対
策
に
、自
宅
の
正

し
い
掃
除
法
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
の
他

没ぼ
つ

イ
チ　
パ
ー
ト
ナ
ー
を
亡な

く
し
て
か
ら
の
生い

き
方か

た

　
　
　
　

 　
小こ

た
に谷

み
ど
り　
著　

着き
も
の物

リ
メ
イ
ク
で
ず
っ
と
着き

ら
れ
る
服ふ

く　
　
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

そ
の
他

石い
し

は
な
に
か
ら
で
き
て
い
る
？  
西に

し
む
ら村

寿ひ
さ
お雄 

文    

武た
け
だ田

晋し
ん
い
ち一 

写
真

ぼ
く
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
ど
こ
？  
リ
チ
ャ
ー
ド・ス
キ
ャ
リ
ー 

作

　

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。日
本
の
ク
リ
ス
マ

ス
と
い
え
ば
、も
み
の
木
の
ツ
リ
ー
に
ケ
ー
キ
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す

ね
。で
は
、世
界
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
こ
の
本

で
は
、イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、ド
イ
ツ
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
な
ど
、世
界
18
か
国
の
ク
リ
ス
マ
ス

を
イ
ラ
ス
ト
で
ご
紹
介
。世
界
の
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
、楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
む
か

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

《
児
童
図
書
》

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス　
Ｒ・Ｂ・ウ
ィ
ル
ソ
ン 

文　

  

市い
ち
か
わ川
里さ

と
み美 

画


